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〔 I 〕 (1) −x+ 5

(2) 初項 4, 公比−3

（複素数の範囲での解答
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(3) x =
e− 1
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(4) y′ =
4

(ex + e−x)2

〔 II 〕 (1) 奇数の目が 3回, あるいは, 奇数の目が 1回と偶数の目が 2回出る場合を考えて,

33 + 3C1 · 3 · 32 = 108通り.

(2) 目の出方は全部で 63 = 216通り. 出る目の積が奇数となるのは奇数の目が 3回出
る場合で 33 = 27通りあり, その余事象だから 216− 27 = 189通り.

(3) 出る目の最小値をmとすると, 最大値はm+ 3で, 1 ≦ m < m+ 3 ≦ 6だから,

mのとり得る値は 1,2,3の 3通り.

出る目が {m,m,m+ 3}の組み合わせとなるのは, mが出るさいころの選び方を考
えて 3C2通り. 同様に, {m,m+1,m+3}あるいは {m,m+2,m+3}となるのは
それぞれ 3!通りで, {m,m+ 3,m+ 3}となるのは 3C2通り.

これらを合わせて, 3(3C2 + 3! · 2 + 3C2) = 3(3 + 12 + 3) = 54通り.

〔 III 〕 (1) (a) △ABCに余弦定理を用いると,

AC2 = AB2 +BC2 − 2 ·AB ·BC · cos∠B = 22 +32 − 2 · 2 · 3 ·
(
−1

3

)
= 17.

AC > 0なので, AC =
√
17.

(b) 四角形 ABCDは円に内接しているから, cos∠D = cos
(
180◦ − ∠B

)
=

1

3
.

DA = xとして, △ACDに余弦定理を用いると
AC2 = CD2 + x2 − 2 · CD · x · cos∠D.

ゆえに, 17 = 16 + x2 − 8

3
xを解いて, 3x2 − 8x− 3 = (3x+ 1)(x− 3) = 0よ

り, x > 0なので DA = 3.

四角形ABCDの面積を S とすると
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1

2
·AB · BC · sin∠B+

1

2
· CD ·DA · sin∠D

=
1

2
· 2 · 3 · 2

√
2

3
+

1

2
· 4 · 3 · 2

√
2

3
= 6

√
2.

( 1 )



(2) (a)
−→
AB = (−1, 5, 4) − (1, 1, 2) = (−2, 4, 2)より, 直線 AB上の点の位置ベク

トルは実数 tを用いて
−→
OA+ t

−→
AB = (1− 2t, 1 + 4t, 2 + 2t) · · · (i)

と書ける.

1− 2t = m, 1 + 4t = n, 2 + 2t = 6

を解くと, 第 3式から t = 2で, m = 1− 2 · 2 = −3, n = 1 + 4 · 2 = 9.

(b) 点Pは xy平面上にあるので, (i)において z成分が 0だから 2+ 2t = 0より,

t = −1. これを (i)に代入して, P(3, −3, 0).

同様に, 点 Qは x成分が 0で, 点 Rは y 成分が 0だから, (i)で 1 − 2t = 0と
1 + 4t = 0, つまり, t =

1

2
と t = −1

4
の場合を考えて, Q(0, 3, 3), R
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.

以上より,
−→
PQ =

−→
OQ−
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OP = (−3, 6, 3),
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)
であるから,

−→
PQ = −2

−→
QRが成り立つ.
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(2) ド・モアブルの公式から z6 = 26(cos 2π + i sin 2π) = 64.

(3) z − 1 =
√
3 iであるから, (z − 1)2 = −3, すなわち, z2 − 2z + 4 = 0. ここで,

z5 +2z4 +5z3 +8z2 +16z − 10を z2 − 2z +4で割ると, 商が z3 +4z2 +9z +10,

余りが−50となる. したがって,

z5+2z4+5z3+8z2+16z−10 = (z3+4z2+9z+10)(z2−2z+4)−50 = −50.

(4) z2 = −2 + 2
√
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.

〔 V 〕 (1) cos 4xと cos2 xはそれぞれ
cos 4x = 2 cos2 2x− 1 = 2t2 − 1, cos2 x =

1 + cos 2x

2
=

t+ 1

2

と表せるので, f(x) = 4(2t2 − 1)− 12 · t+ 1

2
+ 5 = 8t2 − 6t− 5.

(2) 0 ≦ x ≦ π のとき, −1 ≦ t = cos 2x ≦ 1. この範囲で, t についての不等式
f(x) = 8t2 − 6t− 5 =（2t+1)(4t− 5) ≧ 0を解くと, t = cos 2x ≦ − 1

2
. したがっ

て, 0 ≦ x ≦ πの範囲で解を求めて,
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